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＜連絡事項＞
・売店システム用タブレットについて、5/28(水)に各病棟へ配布するので、管理
お願いします。また、使用開始は6/1(木)からなので、それまで電話や物品購
入は私物発注伝票を使用してください。

・面会方式について南病棟全ユニット対面からモニターへ切り替えとします。
看取り、状態悪化の際はこれまで通り管理者判断・指示のもとで対面とします。

・村上Dr. 明日午前休の為、診察はなし。
指示受け等があれば午後電話連絡するようにとの事。

＜患者様連絡事項＞
・寺沢　隆様～PSWを通し、5/30(金)の日赤 呼吸器内科の受診をキャンセルしている。身体状態改善後、再度予約調整していく。

・庭　久男様、古里　セキ様、大崎　キク様、川口　榮喜様、船場　紀世子様
　今朝発熱あり抗原検査実施、陰性確認しています。

・川口　榮喜様～38℃台の発熱ある事主治医へ報告。採血指示あり施行している。

・宮下　和好様～主治医より、採血、胸部CT指示あり施行している。
　　　　　　　　アモキシシリン本日昼分で中止、本日より抗生剤2本/日開始。
点滴は明日から1本へ減量。明日培養検査(喀痰)予定。

・小澤　和子様～発熱あり、ダイフェン配合錠4T×朝夕 処方。

・中居　ゆり様～明日から点滴2本へ増量。
　　　　　　　　連日家族が急遽来院し面会している為、次回から面会に来る際
は事前に連絡して頂きたい事説明している。

・晴山　キミヱ様～発熱持続している事、本日食事摂れていない事、酸素飽和度
低下あり酸素投与開始している事を日直医 小栁Dr.へ報告。
アンヒバ坐剤、本日点滴1本処方。

・小向　ミサ様～発熱持続している事、酸素飽和度低下あり酸素投与開始してい
る事を主治医へ報告。アンヒバ坐剤処方。

・伊藤　のり子様～日赤 皮膚科受診。家族より皮膚科がある病院への転院希望聞
かれている。主治医・PSWへ情報提供していく。

＜金Dr.診察情報＞
・竹内　キミヱ様～本日から抗生剤中止。

・寺井　のり子様～38℃台の発熱持続している事報告。経過観察の指示。

他患者様処方変更なし。
＜要注目患者様＞
・天間　イト様～酸素5Lにて酸素飽和度90％前半。頻回にマスク外し話し掛けあり、都度対応。痰がらみ多く白色粘稠痰1～2時間おきに吸引している。左側臥位や仰臥位になると酸素飽和度低下あり、都度体位調整している。

・菊池　玲子様～体温37.4～37.8℃、血圧130台、声掛けしっかり返答している。体位変換時疼痛訴え強い。

・小向　ミサ様～朝食時活気なく食事内服困難、10：30酸素飽和度80％に低下みられ酸素開始。午後から活気みられカニューレ外しみられている。体温38.7～38.8℃、発熱時アンヒバ指示あり実施する。

・中居　ゆり様～JCSⅢ-200、酸素3Lで酸素飽和度90前半。時折酸素飽和度80％後半に低下あり、痰がらみ多く2～3時間おきに吸引。白色～黄色粘稠痰除去する。排尿少なく主治医診察にて明日より補液増量の方針。

・新坂　ニガ様～活気なく臥床している。痰がらみあり、吸引時抵抗はみられる。
食事は数口で拒否。右上肢と両下腿浮腫あり。

・竹内　キミヱ様～バイタルサイン変動なく日中嘔吐なし。黒緑色の水様便多量。

・晴山　キミヱ様～10：30酸素飽和度79％に低下、体位調整するも回復できず日
直医 小栁Dr.指示にて酸素5L使用開始。活気なく体動なし。
断続的に湿性咳嗽みられている。食事困難で補液1本処方い
ただく。

・根市　敏子様～体温36.8℃、感冒症状なし。食事の際はエプロン着用しているが膳を届くところに置いていると手を伸ばし手掴みで食べ始める。スタッフ介入に手を振り払うなど抵抗見られる。

・荒木　哲雄様～体温37.0℃ 脈拍66回/分 血圧156/86㎜Hg 酸素飽和度95％。
　　　　　　　　同室者インフルエンザ陽性のため隔絶となるが指示守れず。何度説明しても廊下の方に出てきている。介入したスタッフに対し手を振り上げ殴るような仕草を見せる。

・寺沢　隆様～バイタルサイン異常なし。湿性咳嗽持続している。活気はあり食
事は摂れている。車椅子自操しトイレに行くこと出来ている。

[bookmark: _GoBack]・宮下　和好様～バイタルサイン異常なし。感冒症状なし。点滴自己抜去あるため左下肢にルート確保。ソフトシーネで固定している。ベッド柵を外し点滴スタンドを引きずり同室内の別のベッドに寝ていることあり。
